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第２期まちづくり地区

前面の断面の決定
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３．H22年度工事の考え方

○ 海域工事の期間には制限があるため、今後の全体事業の進捗を考えると、

完成断面の海域工事を進めていく必要がある。

○ 第２期まちづくり地区前面の構造を決定し、完成断面を可能な限り施工し、

あわせて陸側H鋼杭と鋼矢板の工事を進める。

○ 海域工事の期間には制限があるため、今後の全体事業の進捗を考えると、

完成断面の海域工事を進めていく必要がある。

○ 第２期まちづくり地区前面の構造を決定し、完成断面を可能な限り施工し、

あわせて陸側H鋼杭と鋼矢板の工事を進める。

第２期まちづくり地区前面の完成断面の施工を進め、最大潮
位でも越流しない高さを確保し、あわせて地域の耐震対策を
図る。


